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研究成果の概要（和文）：　本研究は、企業ブランドの社内外の効果的な利用を目的とし、企業ブランド管理の
役割とあり方を調べたものである。研究期間内に、日本の製造企業を対象とし、企業ブランドマネジメントの現
状、企業戦略の方向性、海外市場でのマーケティング活動(価格・流通・販促・製品)の方向性(標準化・現地適
応化)、企業成果について質問票調査を実施し、分析を行った。
　データの分析に基づく調査は、企業ブランドマネジメントの顧客成果、ブランド利用の効率、企業成果、差別
化への影響を明らかにするものであった。なお、企業ブランド管理を促進する組織風土や海外市場でのマーケテ
ィング戦略とのフィットネスが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：　Building upon the theoretical frameworks of corporate brand management and
 perspective gab between internal members, this study investigated how corporate brand management 
plays a critical role in determining performance. I randomly mailed questionnaires to managers of 
Japanese firms regarding directions of corporate brand managing, marketing strategy in global market
 and performance.
 The findings demonstrated that the impact of corporate brand management on customer performance, 
effectiveness of corporate brand usage, firm performance, differentiation. In addition, the findings
 offered empirical evidence that organizational climate factors (customer orientation, 
inter-functional coordination) strengthened positive effect of corporate brand management. Moreover,
 it was also revealed strategic fit between marketing standardization and corporate brand management
 is important for performance.     

研究分野： 商学
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１． 研究開始当初の背景 
 
(1) 社会的背景 

海外市場での活躍を目指す現代の日本企業
において、一貫した企業ブランド(corporate 
brand)の利用とその管理は、効果的なマーケ
ティング戦略の実行のため重要な課題とな
っている。なかでも、社内メンバー間の企業
ブランドに関する価値や利用方法に関する
認識の違いは、企業ブランド成果を妨げる深
刻な問題となっている。社内メンバーの持つ
ブランド認識は、ブランドに対する期待と刺
激から得られた過去の知識に依存して形成
されるものである(Eysenck and Keane, 1990)。
特に、海外に事業を広げている企業において、
社内メンバーは異なる市場環境の下で、各自
異なる情報から刺激を受け意思決定基準を
形成するため、同じ企業のブランドでも異な
る認識を持つこととなる。社内メンバー間の
ブランド認識の違いをマネジメントする戦
略の立案が必要である。 

 

(2) 学術的背景 
企業ブランド管理と利用に関する研究課題

は、国際マーケティング分野と経営分野にお
いて、大きく 2 つの研究論点にしたがって、
議論されてきたとみられる。 
ひとつは、いかなる企業ブランドの地域的

な展開を行うかの選択に関する研究である。
この研究潮流は、海外現地市場に適応したブ
ランドと世界標準的なブランドの利用にお
いて、いかなるブランド戦略が有効かを解明
しようとする(Gelder, 2004)。そこから、グ
ローバルマーケット内で、選択される企業ブ
ランド戦略は、企業の面する外部要因(市場
の不確実性や市場の類似性など)、そして、
企業の内部要因(企業の規模、革新性、国際
マーケティング能力など)により影響をうけ
ることが明らかにされている。 
そして、もうひとつは、グローバル企業ブ

ランド展開において、いかなる組織体制が有
効かを調べる研究である。全社的なブランド
管理に適した組織を類型化し、ブランドに関
する意思決定の配置・各管理組織の特徴・成
立経緯・実態を明らかにすることで、ブラン
ド管理組織の正しいあり方を発見しようと
する(大石 他、2004)。企業ブランドの利用
と管理は、その運用に関するマネジメントの
意思決定問題として、組織構造や権限の配置
といった機械的な調整による問題解決のア
プローチを取った研究に集中され、社会文化
的な要因から、市場でブランド資源を用いる
社内メンバーの企業ブランドの利用と管理
を考えることはなかった。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、企業ブランドマネジメントの働

きを調べ、企業成果そして顧客成果を高める

ため、いかに職能部門間、親会社と海外統括
本社間で発生する企業ブランドに関する認
識不一致を管理するかを明らかにするもの
である。その上に、企業ブランドマネジメン
トは、いかなる戦略や組織的要因とのフィッ
トネスにおいてその効果が高まるかについ
て明らかにすることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
調査のため、まず既存研究のレビューを行

い、概念の明確化や既存研究の問題点及び理
論枠組みの精緻化を行った。それに伴い実務
家に対するインタビュー調査をベースとし、
質問票調査を作成した。その後、2015 年四季
報に登録されている上場企業の中で、総販売
実績に占める輸出比率が明記されている企
業の海外事業担当者を対象に質問票調査を
行った。調査期間は、2015 年 12 月から 2016 
年 1 月末までであり、総 1500 社に発送し、
248 の回答を得た(回収率 16.5%)。その後、
SPSS や AMOS といった統計ソフトを用いてデ
ータ分析を行い、仮説検証や実態把握を行っ
た。なお、企業ブランド管理担当者や海外事
業担当者を対象にインタビューを行い、結果
解釈を行った。 
 
４．研究成果 
 
(1) 戦略的企業ブランド管理の効果を促進す

る組織風土 
企業ブランド管理は、企業内メンバー間の

ブランド価値と意見を同質化することで、ブ
ランド利用の効率と成果を上げる。この関係
は、顧客志向と部門間連携の程度という企業
の組織風土によりサポートされる。企業ブラ
ンドの価値形成は、企業と市場・顧客とのコ
ミュニケーションを通じて感情的価値と意
味を確立していくプロセスを有する。組織風
土として顧客志向は、メンバーの顧客とのイ
ンタラクションを促進し、そこから得られた
企業ブランドの拡張プロセスを既存の企業
ブランド価値に融合し、企業ブランド利用の
効率と効果を上げる。 
一方で、専門領域の異なる担当者間の連携

は、相互の仕事内容に対する理解を高め、企
業ブランドの方向性や利用における認識ギ
ャップを減らすきっかけとなる。ひいては、
文化やニーズの異なる市場を面する親会社
と海外統括本社間では、連携を通じて共通の
言語とコミュニケーション手段を持つこと
ができ、企業ブランドの一貫性のある利用を
促進し、企業ブランド利用の効率と成果を向
上する。 
 
(2) 本社と海外総括支店との知識移転と企業

ブランドマネジメントの効果 
顧客成果は、製品やサービスを通じて達成

される。企業の行う企業ブランドマネジメン
トは、より差別的な製品やサービスの提供を
可能とし、海外顧客の成果を高める。しかし、



そのためには、海外支店と本社のメンバー間
のグローバル市場の顧客特徴や競争状況に
関する知識の移転を通じた企業ブランドの
マーケティング戦略への利用への認識の不
一致やコンフリクトを減らすことが必要で
ある。 
 
(3) 企業ブランドマネジメントが企業成果を

高めるプロセスと海外戦略とのフィット
ネスについて 

企業ブランドマネジメントは、競合企業と
の差別的な製品サービスを実現するようサ
ポートすることで、企業成果を高める。なお、
複数の海外市場のニーズのそれぞれに合わ
せた製品・サービスよりも、日本国内と同様
に標準化した製品を展開する企業において
企業ブランドマネジメントが企業の差別化
を促進する。この結果は、企業ブランドマネ
ジメントは本社と海外統括本部のメンバー
間の企業ブランドへの認識と理解の不一致
レベルを減らすが、その効果は、海外市場で
標準化された製品を通じて特定の顧客セグ
メントに特化し、企業ブランドを活用するこ
とを可能とする、かつ企業内の行動的な分散
を軽減するがためであると考えられる。 
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